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命
日
月 六 年。六 和 昭

山
麓
民
の
気
象
観
測

何
虜
の
土
地
へ
行
つ
て
も
、
必
す
其
地

方
獨
特
の
気
象
に
開
す
る
昔
か
ら
の
い
ひ

慣
は
し
は
あ
る
。
現
代
の
科
學
を
超
越
し

た
も
の
で
は
あ
ゐ
が
、
ラ
ヂ
ナ
や
新
聞
の

天
氣
豫
報
を
知
る
事
の
出
来
な
い
山
間
僻

地
に
は
そ
の
土
地
の
気
象
観
測
方
法
が
重

要
な
る
位
置
を
占
む
る
も
の
で
あ
る
事
は

疑
は
な
い
。

以
下
に
列
記
せ
る
も
の
は
穂
高
、
笠
、

焼
岳
の
高
山
に
日
ま
れ
た
る
飛
騨
上
費
村

の
人
々
に
用
ひ
ら
れ
る
観
測
法
で
あ
つ
て

私
が
去
る
四
月
下
旬
槍
、
穂
高
方
面
に
行

つ
た
時
、
同
行
し
た
上
費
村
の
著
名
な
山

案
内
者
十
名
よ
り
聞
い
た
も
の
を
書
記
る

し
た
も
の
で
あ
る
。
常
に
雲
の
流
れ
を
眺

め
つ
ゝ
も
山
で
生
活
す
る
人
々
の
言
葉
は

ス
時
折
山
へ
行
く
私
達
に
も
非
常
な
る
参

考
と
な
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。

焼
岳
の
噴
煙
の
流
れ
る
方
向
に
よ
つ
て

天
候
を
豫
測
す
る
事
は
古
く
か
ら
耳
に
し

ゐ
た
。
ス
、
雲
の
動
き
に
も
留
意
Ｌ
て

ゐ
た
。
村
人
の
言
葉
に
は
他
の
地
方
に
も

す
る
も
の
も
あ
ら
う
ｏ
叉
正
反
封
な

ら
う
ｏ
然
し
私
は
此
虔
に
は
飛

室
地
方
に
範
園
を
限
り
、
各
項
に
互

つ
て
枇
剣
を
加
へ
す
、
や
ヽ
不
明
と
思
は

も
の
に
簡
単
な
説
明
を
Ｌ
た
の
に
過

山
へ
行
く
も
の
に
僅
か
で
も
参
考
に
な

ば
幸
ひ
で
あ
り
、
ス
か
ゝ
る
研
究
が
各

於
て
行
は
れ
る
事
を
希
望
し
て
や

い
次
第
で
あ
る
。

◇

大
荒
れ
三
日
な
し
、
晴
天
三
日
な
し
ｏ

朝
焼
が
自
く
な
れ
ば
晴
ｂ
黒
く
な
れ
ば

必
す
夕
立
な
り
。

入
り
雲
北
へ
行
け
ば
悪
し
。

ミ
ズ
マ
サ
（
鱗
雲
）は
雨
の
兆
。

雲

一
本
細
く
棚
引
く
は
ミ
ズ
マ
サ
の
兆

朝
の
雲
海
の
霧
足
が
そ
ろ
へ
ば
晴
。

霧
深
く
谷
に
た
ち
こ
も
る
時
は
晴
。

山
が
暗
く
霧
が
多
い
時
は
雨
短
Ｌ
。

雨
中
霧
が
山
を
包
ま
す
、
高
い
時
は
長

雨
の
兆
。

嵐
の
時
ｂ
急
に
晴
れ
叉
降
り
出
す
に
長

雨
の
兆
。

夜
あ
が
り
に
長
天
氣
な
し
パ
午
后
よ
り

除
々
に
よ
く
な
り
．
夕
方
迄
に
あ
が
る
時

に
よ
し
と
す
）

毎
日
襲
来
す
る
夕
立
の
時
間
が
早
く
な

る
と
ヂ
プ
リ

（
長
雨
の
意
）

毎
日
の
夕
立
の
時
間
が
遅
く
な
る
と
あ

が
る
。

朝
雨
は
日青

朝
雨
と
女
の
涙
に
驚
く
な

朝
雨
と
嫁
の
腕
よ
く
り
に
驚
く
な

◇

朝
虹
は
雨
、
午
后
の
虹
は
晴
。

星
の
数
多
く
見
ゆ
る
、
光
の
濃
い
時
に

悪
し
。
う
す
く
少
い
時
に
よ
し
。

山
が
遠
く
見
り
る
時
に
晴
。

遠
山
が
近
く
に
見
え
る
時
に
悪
し
。

川
水
が
急
に
減
る
と
雨
。

◇

岳
に
雲
煙
多
い
時
に
晴
天
長
績
き
せ
ず

岳
の
風
強
く
、
早
い
時
は
長
晴
せ
す
。

ザ
ン
に
霧
が
わ
く
と
雨
の
兆
パ
少
さ
な

水
の
流
れ
る
澤
）

◇

笠
ケ
岳
の
頭
に
雲
僅
に
懸
れ
ば
、
二
、

三
時
間
後
に
穂
高
は
曇
る
。

焼
岳
の
噴
煙
が

東
へ
倒
れ
る
と
晴
。

急
に
西
北
へ
行
く
と
悪
し
ｏ

西
へ
行
く
と
風
起
る
。

少
い
時
に
天
気
よ
し
。

多
い
時
に
悪
し
ｏ

山
項
を
巻
く
時
は
風
模
様
後
雨
。

◇

室
内
が
堪
く
煙
る
と
次
の
日
悪
し
。

飯
が
堪
く
ふ
く
時
に
悪
し
。

煙
草
の
煙
を
嫌
ひ
な
者
が
う
ま
が
る
時

は
悪
し
。

小
屋
の
本
が
乾
て
に
ぢ
け
る
時
に
悪
し

カ
ギ
ゾ
ル
の
棒
が
堪
く
焼
け
る
時
に
悪

く
あ
ま
り
焼
け
な
い
時
に
晴

（
国
燎
裡
の

上
に
あ
る
自
在
鍵
）

◇

轟
類
の
騒
ぐ
時
に
夕
立
あ
り
。

青
蠅
の
多
く
た
か
る
時
は
夕
立
あ
り
。

蝉
が
雨
の
時
間
に
鳴
く
と
、
雨
は
あ
が

ら
な
い
。

雨
が
あ
が
つ
て
、
よ
く
乾
い
て
か
ら
蝉

か
鳴
く
時
に
よ
し
。

雪
轟
の
堪
く
多
い
時
に
悪
し
。

◇

鰐
の
腹
は
砂
の
多
い
時
に
水
の
出
る
兆

鰐
の
よ
く
出
る
時
に
よ
く
な
い
。

蛇
の
多
く
出
て
ゐ
る
時
に
夕
立
あ
可
。

◇

朝
鳩
鳴
け
ば
川
越
た
す
る
な
（水
の
兆
）

小
鳥
の
早
朝
よ
り
騒
ぐ
時
に
悪
し
。

雷
鳥
の
騒
ぐ
時
悪
し
。

朝
鳶
鳴

い
た
ら
そ
の
日
は
雨
降
り
。

鷹
が
澤
山
飛
ぶ
時
悪
し
。

夜
鷹
が
夜
ほ
え
る
と
晴
。
（
雨
中
で
も
）

ト
チ
ハ
カ
リ

（
啄
木
鳥
）
が
堪
く
鳴
く

時
に
悪
し
。

ミ
ズ
コ
イ
ド
リ
（
ヒ
ド
リ
）が
鳴
け
ば
雨

果
（
フ
ク
ロ
）
の
鳴
弊

ノ
リ
ツ
ケ
ホ
セ
ホ
ホ
ホ
ー
　
晴

ノ
リ
ツ
ケ
　
　
　
　
　
　
悪
し

ホ
ロ
ー
、
ホ
ロ
ー
　
　
　
　
悪
し

鶏
が
夕
方
早
く
菓
に
入
れ
ば
晴
。

鶏
が
遅
く
迄
餌
を
と
る
と
悪
Ｌ
。

◇

村
で
子
供
が
ひ
ど
く
グ
ラ
ツ
ク
と
悪
し

（
騒
ぎ
廻
る
意
）

雷
の
早
く
鳴
る
年
は
秋
霜
早
し
パ
七
ケ

月
日
と
い
ふ
）

一　
氣
温
の
高
い
時
は
悪
く
、
低
い
時
は
晴

一　
　
　
　
　
◇

一　
申
酉
寒
さ
に
、
戊
ぬ
く
と
パ
サ
ル
ｂ
ト

一り
の
日
は
寒
く
、
イ
ヌ
の
日
絡
し
て
よ
く

暖
じ卯

辰
の
雨
は
巳
で
あ
が
る
。

卯
展
の
雨
で
巳
で
荒
れ
て
午
の
オ
ン
ポ

で
ふ
り
た
て
る
。（
巳
の
日
が
降
る
と
次
の

日
も
叉
荒
れ
る
意
）

入
り
降
り
照
り
八
せ
ん

（
八
せ
ん
の
入

り
の
日
に
降
れ
ば
晴
が
多
い
）

キ
ノ
イ
ネ
に
降
る
と
晴
が
多
い
。

キ
ノ
イ
ネ
に
降
れ
ば
六
十

一
日
降
る
。

（
長
雨
の
兆
）

キ
ノ
イ
ネ
に
降
る
と
も
寅
の
日
が
よ
け

れ
ば
晴
が
多
い
。
　
角
　
田
　
士
口　
夫

六
月
十
〓
日
躍

演
含

於
赤
坂
溜
池
〓
含

堂

午

后

六

時

宰

會

場

會 岳 山 本 日
″
J
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旅
行
　
六
十
二
琥
　
　
東
京
旅
行
ク
ラ
ブ

ア
ミ
ー
バ
　
一二
ノ
一　
生
き
物
趣
味
の
會

岳
友
　
七
十
七
槻
　
　
　
　
日
本
岳
友
會

信
濃
山
岳
會
報
　
昭
和
六
年

一
琥
　
同
會

會
報
　
第
八
年
第
四
琥
　
　
開
東
山
岳
會

山
の
旗
　
ニ
ノ
四
及
五
　
　
　
山
の
旅
會

山
と
漢
谷
　
七
琥
　
　
　
　
山
と
渓
谷
祗

地
震
　
三
巷
三
琥
　
　
　
　
地
震
學
會

ツ
ー
リ
ス
ト
　
十
九
年
五
琥
　
　
Ｊ
Ｔ
Ｂ

Ｏ
卜●
げ
」Ｐ
】り
】●
Ｏ
Ｈ””
〓
”
●
０
・
男
一０く
】∽””

ソ
ハ
０
●
∽
目
①
・

】４
０
ｏ

Ｎ

Ｆ^
ω
ｏ

∽
【
ｏ
『
【

，

０
【
●
び

”
●
〓
ｏ
Ｌ
口
”

『
ｏ
げ

い
Ｏ
ω
ｒ

Ｈ
）
】０

」ン
】
Ｕ
Φ
●
ｏ
く
．０
い

く
，Ｈ
【
０

２
．Ｏ

ｏ

ト

ワ
『”
”
口
『
”
Ｆ

■
口
∽
”
Ｏ
け
く
。

ソ
ハ
”
【
Ｏ
ｒ
止
′
Ｕ
【
〓
・

Ｈ
Ｏ
ω
卜
・

↓
，

０
　
”
【
”
守
【０
０
】口
σ
・
”
口
〓
Ｏ
Ｌ
●
０
２
．９

Ｎ
Ｏ
ｕ
・

↓
，

ｏ
〓
【ｏ
●
口
””
【●
０
０
【０
く
Ｏ
】
Ｘ
Ｘ
目
・

Ｚ
一ｏ
ｏ
Ｏ
・

】′
Ｕ
り
”
】
”
Ｏ
ｒ
”

，
ロ

ソ
ハ
ｏ
ｒ
口
”
”
【
口

一０
】
口
げ

Ｕ
ユ
お
〓
●
・
く
ｏ
】
Ｘ
Ｘ
Ｈ
く

Ｚ
ｏ
・
∞
・

↓
【
”
〓

”
●
●

↓
”ヨ
【σ
①
ュ
Ｆ
①
‥
Ｚ
Ｏ
・
Ｈ
ヽ
卜
・

、日
′，

０
　
∽
０
０
”
Ｌ
り
げ

・

り
ｎ
Ｏ
ｒ
口
”
”
】
口
Ｏ
①
【
¨
●
”

０
”
‘
げ

『
Ｏ
Ｃ
【
口
”
】
く
．０
】

ぃ
０
・
Ｚ
．Ｏ

ｏ
ω
・

固
書
室
開
室
日
営
番

六
月

一
　
日

五
　
日

十

日

十
五
日

十
九
日

廿
四
日

十
七
日

十
二
日

十
六
日

十
九
日
　
棋

七
月

一　
日
　
松

方

六

日

鳥

山

三
　
日
　
松
　
本

八

日

角

田

冠 藤 浦 鳥 松 本

島 松 山 方 暮

十 八 三

日 日 日

木 藤 渡 角 松 棋

暮 田 邊 田 本

十
三
日

渡

邊

十
七
日
　
藤
　
田

十
二
日
　
本

暮

十
四
日
　
棋
　
　
　
　
十
七
日
　
松
　
方

十
九
日
　
松
　
本
　
　
廿

一
日
　
鳥
　
山

固
書
室
は
右
の
日
の
午
後
五
時
牛
頃
よ

り
開
い
て
お
り
ま
す
。
市
電
虎
ノ
門
停
留

場
の
す
ぐ
前
ゝ
不
二
屋
ビ
ル
の
三
階
三
〇

七
琥
室
で
す
。
地
階
で
簡
単
な
食
事
も
出

来
ま
す
。
前
琥
所
報
の
通
り
幻
燈
ス
ラ
イ

ド
の
整
理
も
出
来
ま
し
た
し
映
篤
幕
も
購

入
し
ま
し
た
。
集
合
室
で
さ
ゝ
や
か
な
幻

燈
含
な
ど
も
催
し
た
い
と
思
つ
て
ゐ
ま
す

事
務
所
や
學
校
の
蹄
へ
り
に
含
員
各
位
の

来
室
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
希
望
致
し
ま
す
ｏ

国
書
基
金
申
込
含
員
氏
名

東
京

細

川

加

茂
（
一
口
）
山

川
　
獣
（
二
日
）

三

技

守

博
（
一
口
）
松

方

二
郎
（
二
日
）

高

野

鷹

蔵
（
一
口
）
岡

田
喜

一
（
一
口
）

加

藤

保

二
（
一
日
）
辻

本

満

丸
（
一
日
）

小

島

久

大
（
二
日
）近

藤

茂

吉
（
二
日
）

目

黒

四

郎
（
二
日
）
大
橋

進

一
（
一
口
）

藤

島

敏

男
（
一
口
）
山

田
　
力
（
一
口
）

木

村

鍍

吉
（
一
口
）
酒

井

忠

一
（
一
口
）

角

田
吉

夫
（
一
日
）
飯
塚
篤
之
助
（
二
日
）

大

谷

光

明
（
一
３

高

木

伊

八
（
三
日
）

林
　
悌

助
（
一
日
）
若
林
満
次
郎
（
一
口
）

石
塚
秀
次
郎
（
一
口
）
田

部

重

治
（
一
口
）

山

内

二
郎
（
一
口
）
松

本
善

二
（
一
口
）

高

橋

良

之
（
一
口
）
吉

田
竹

志
（
一
日
）

柴

田

潤
蔵
（
一
口
）
松
宮

三
耶
（
二
日
）

棋

　
有

恒
（
一
口
）
田

中

管

雄
（
一
口
）

大
阪

今

村

幸

男
（
一
日
）

京
都

二 十 十
十 五
日 日 日

冠 藤 浦

島 松

田
中
喜
左
衛
門
（
一
日
）
桑
原
武
夫
（
一
口
）

兵
庫

毛
馬
新
次
郎
（
一
口
）
別
宮
貞
俊

（
二
日
）

滋
賀
　
キ
花
伊
左
術
門
　
（
一
日
）

石
川
　
藤
岡
鍵
蔵
　
（
一
日
）

熊
本
　
北
田
正
三

（
二
日
）

小
樽
　
岡
本
三
男

（
一
口
）

計
　
四
十

一
名
　
五
十
二
日

立
山
累
年
気
象
観
測
成
績

大
正
十

一
年
に
立
山
観
測
所
が
設
け
ら

れ
て
か
ら
昭
和
四
年
ま
で
八
年
間
の
七
、

八
雨
月
に
於
け
る
観
測
結
果
が
同
観
測
所

所
管
の
伏
木
測
候
所
か
ら
出
た
。
各
種
の

気
象
要
素
に
つ
い
て
可
な
り
精
密
な
観
測

成
果
が
で
て
ゐ
る
か
ら
、
い
ろ
い
る
の
意

味
で
問
題
の
立
山
地
方
の
氣
象
状
態
を
研

究
す
る
上
に
は
極
め
て
大
切
な
も
の
で
あ

ら
う
。
特
別
観
測
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
伏

木
、
芦
崎
、
藤
橋
、
弘
法
、
室
堂
、
項
上

の
降
水
量
の
垂
直
分
布
も
面
白
い
が
、
最

低
寒
曖
計
を
放
置
し
て
各
冬
季
間
の
最
低

気
温
の
極
を
と
つ
た
も
の
は
意
味
深
く
見

ら
れ
る
。

年
　
　
　
次
　
立
山
観
測
所
　
立
山
頂
上

大
正
十

一
年
―
十
二
年

―
ぶ
・∞
Ｉ
Ю
∞
・α

同
　
十
二
年
―
十
三
年

―
ドｏ
・Ｑ
Ｉ
∞
〓

同
　
十
三
年
―
十
四
年

―
し
、

…
…

洋
ン
澪
菫

同
　
十
四
年
―
十
五
年

―
〓
“
Ｉ
Ｎ
Ｏ・Ю

昭
和
　
一万
年
―
　
二
年

―
ド
ｂ

ｌ
獣
・ｏ

同
　
　
二
年
―
　
三
年

―
試
ｏＮ
Ｉ
Ы
・∞

同
　
　
三
年
―
　
四
年

―
お
ｂ
ｌ
Ｎ
ｏ
』

同
　
　
四
年
‥
　
五
年

―
讚
・α
ｌ
獣

『゙

な
ほ
地
温
の
毎
日
観
測
が
大
二
十

一
年

に
は
鋏
け
て
る
の
に
累
年
表
に
は
こ
の
旨

が
断
つ
て
な
か
つ
た
り
、
そ
の
他
二
三
整

備
の
行
き
届
か
槍
と
こ
ろ
の
あ
る
の
は
遺

憾
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
も
同
地
方
気
象

問
題
解
決
の

一
つ
の
鍵
を
典
へ
ら
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
は
伏
木
測
候
所
の
努
力
に
感

謝
す
べ
き
で
あ
る
。今
後
は
冬
季
観
測
、
全

年
観
測
へ
と
こ
の
事
業
が
追
々
描
充
さ
れ

て
行
か
れ
る
や
う
に
願
ひ
た
い
。

ま
た
中
央
気
象
童
が
今
冬

一
月

一
日
か

ら
二
月
十
二
日
ま
で
富
士
山
項
で
行
つ
た

冬
季
観
測
の
結
果
が
気
象
集
誌
の
五
月
琥

に
速
報
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、

一
月
中
の
不

均
気
温
は

―
覇
・Φ
ヽ
で
樺
太
敷
香
の
累
年

一
月
平
均
に
は
及
ば
な
い
が
、
同
二
月
ょ

リ
マ
や
下
つ
て
ゐ
る
。
ま
た

一
月
中
の
最

高
氣
湿
の
平
均
は

―
も
、
０
最
低
気
温
の

平
均
は

１
３
ｏご
最
低
の
極
は
―
∞思

（Ｈ

コ
８
口
）
と
な
つ
た
ゐ
る
。
加
納

一
郎

日
本
北
ア
ル
プ
ス
登
山

協
議
會

鐵
道
省
長
野
運
輸
事
務
所
長
の
曇
起
に

か
ヽ
る
こ
の
協
議
會
は
本
年
五
月
七
日
松

本
市
に
於
て
開
催
さ
れ
た
。
長
野
縣
内
務

警
察
學
務
の
二
部
長
、
松
本
市
長
、
山
麓

四
村
長
、
三
警
察
署
長
、
二
螢
林
署
長
ｂ

信
濃
山
岳
會
役
員
、
放
館
温
泉
山
小
屋
及

案
内
組
合
、
商
工
會
議
所
、
郵
便
局
長
、

鐵
道
自
動
車
代
表
者
等
参
會
者
九
十
三
名

に
上
り
外
に
富
山
縣
よ
り
電
気
局
、
黒
部

鐵
道
及
山
岳
會
代
表
三
名
参
加
し
た
。

九
時
開
會
、
縣
営
局
其
他
数
氏
の
議
演

が
あ
り
、
こ
れ
を
絡
つ
て
か
ら
参
會
者
を

小
委
員
含
に
分
け
各
々
閣
係
事
項
を
討
議

し
た
。
各
方
面
よ
り
提
案
審
議
さ
れ
た
事

項
の
内
主
な
る
も
の
を
描
記
す
れ
ば
左
の

通
り
で
あ
る
。

○
山
案
内
に
関
す
る
事
項

１
案
内
の
管
理
統

一
料
金
引
下

（
研
究
）

２
山
案
内
螢
業
取
締
規
則
制
定
　
（
研
究
）

３
山
案
内
の
吹
良

（
不
作
法
、
不
案
内
、

不
整
頭
、
山
岳
知
識
不
足
、
特
約
小
屋

へ
の
強
制
。
地
方
色
鋏
如
）
　
（
注
意
）

４
山
案
内
の
腕
章
を
定
む
る
件

（
可
決
）

５
カ
ー
ド
ス
は
手
帳
の
制
定

　

（
考
慮
）

○
山
小
屋
旗
舎
買
店
に
開
す
る
事
項

１
槍
ケ
岳
附
近
に
官
設
小
屋
を
殺
生
小
屋

附
近
に
完
備
越
る
山
小
屋
を
設
置
の
希

望
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
研
究
）

２
外
国
人
誘
致
施
設
　
　
　
　
　
（
承
知
）

３
ラ
ヂ
ナ
の
施
設
　
　
　
　
　
（
同
右
）

４
通
信
用
掲
示
板
の
設
置

　

　

（
同
右
）

５
案
内
料
及
宿
泊
料
の
値
下

（約

一
割
内
外
引
下
に
決
定
）

６
待
過
吹
善
、
茶
代
慶
止
．宿
泊
料
掲
示
の

希
望
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
承
知
）

７
賃
貸
天
幕
、
公
徳
販
賣
小
屋
を
設
く
る

こ
と
の
希
望
　
　
　
　
　
　
（
研
究
）

８
痕
具
の
吹
良
　
　
　
　
　
　
　
（
承
知
）

○
交
通
に
開
す
る
事
項

１
登
山
路
ら
里
程
及
び
所
要
時
間
の
調
査

曇
表
を
希
望
す
　
　
　
　
　
（
承
知
）

２
道
標
の
完
成
　
　
　
　
　
　
（
同
右
）

３
信
頼
す
べ
き
登
山
地
固
作
製
　
（
同
右
）

４
汽
車
電
車
自
動
車
の
増
曇

　

（
研
究
）

５
上
高
地
行
自
動
車
賃
の
引
下

（
研
究
）

松
本
中
の
湯
間
二
回
二
十
錢
と
す

６
中
央
線
に
二
等
痕
墓
連
絡

（
不
可
能
）

７
汽
車
中
に
て
天
気
豫
報
を
通
知
す
る
外

各
辱
に
掲
示
す
る
こ
と

　

　

（
承
知
）

以
上
各
項
の
討
議
を
絡
は
り
官
臨
関
係

者
退
席
後
信
濃
山
岳
會
々
長
を
座
長
に
推

し

「
日
本
ア
ル
プ
ス
の
回
立
公
園
達
成
促

進
に
開
す
る
建
議
案
」
を
滞
場

一
致
を
以
一
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て
可
決
し
協
議
會
に
閉
ぢ
ら
れ
た
。

右
は
嘗
日
協
議
會
に
出
席
さ
れ
た
松
本

在
住
本
會
々
員
矢
澤
米
二
郎
氏
を
煩
は
し

た
報
告
に
基
い
て
記
述
し
た
も
の
で
あ
る

審
議
さ
れ
た
事
項
ｉｔ
前
掲
の
も
の
ゝ
み
で

も
二
十
項
の
多
き
に
達
し
、
そ
の
内
に
は

委
員
會
に
於
て
可
決
さ
れ
た
も
の
或
は
開

係
者
間
に
於
て
承
認
さ
れ
た
も
の
が
診
か

ら
す
あ
る
。
ま
た
今
後
の
研
究
に
侯
つ
も

の
も
二
三
に
し
て
留
ら
な
い
。
本
年
度
の

協
議
會
に
於
て
可
決
承
認
さ
れ
た
事
項
が

貴
現
さ
れ
る
な
ら
ば
登
山
者
の
受
け
る
利

便
は
蓋
し
甚
大
な
る
も
の
が
あ
ら
う
。
参

加
者
の
顔
鯛
か
ら
見
て
も
最
も
張
い
貴
何

力
を
有
し
て
あ
る
と
思
は
れ
る
こ
の
協
議

會
は
明
年
度
以
降
毎
年
四
月
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
決
定
し
た
趣
で
あ
る
ｏ
吾
人
は
そ

の
特
来
に
大
き
な
希
望
を
懸
け
る
と
共
に

参
加
者
各
位
が
登
山
者
の
た
め
に
力
を
媚

さ
れ
ん
こ
と
を
切
望
し
て
や
ま
な
い
。

鷹
地
測
量
部
新
刊
地
日
目
録

新
版
　
五
面

一
萬
分

一　
大
阪
近
傍
１２
（戸
ノ
内
）

二
萬
五
千
分

一　
松
山
近
傍
１０
（三
津
濱
）

五
十
萬
分

一
興
地
固
　
青
森
　
根
室

二
十
萬
分
一　
航
空
団
　
東
京

修
正
及
鐵
道
稲
入
版
　
二
十
面

一
萬
分

一　
東
京
近
傍
Ｂ
（中
野
）

三
高
五
千
分
一　
横
濱
近
傍
９
（戸
越
）

沼
津
近
傍
３
（
佐
野
）
京
都
近
傍
１０

京
都
西
北
部
ｎ
（京
都
西
南
部
）

青
森
弘
前
近
傍
１１
（
黒
石
）
２３
（弘
前
）

若
松
近
傍
ｎ
（
若
松
）
１５
（
高
田
）

奈
良
近
傍
６
（
田
邊
）
京
都
近
傍
１６
（
高
槻
）

五
萬
分

一　
静
岡
１
（
御
殿
場
）
２
（
沼
津
）

山
ロ
ー２
（
小
郡
）
釧
路
１３
（徹
別
）
深
浦
２

（
岩
館
）仙
蔓
１６
（
赤
湯
）新
庄
９
（
浅
舞
）弘

前
４
（
田
山
）
１５
（
熊
代
）

五
萬
分

一　
朝
鮮
地
形
固
三
面

筒
州
１６
（
金
泉
）
鐵
原
５
（
昌
道
里
）
１６
（
連

川
）近

刊
　
五
萬
分

一
山
岳
日

白
馬
岳
立
山
近
傍
固
・槍
岳
、
乗
鞍
岳
近
傍

固

（昨
年
出
版
ノ
訂
正
版
）

白
根
山
近
傍
固
ｏ赤
石
岳
近
傍
固
（
五
色
刷

新
版
南
ア
ル
プ
ス
地
固
）
富
士
山
近
傍
固

案
内
人
手
帳

飛
騨
蒲
田
口
案
内
人
組
合
よ
り
最
近
本

會
へ
、
同
組
合
員
の
携
行
す
る
案
内
人
手

帖
を
寄
賠
し
て
来
た
。

大
催
軍
隊
手
帖
と
同
じ
形
式
の
も
の
で

あ
る
。
内
容
は
各
自
の
住
所
姓
名
年
齢
欄

あ
り
、
組
合
の
規
約
．
案
内
料
金
ゝ
案
内

人
の
心
得
等
が
十
頁
程
印
刷
し
て
あ
る
。

そ
の
後
の
余
白
に
は

一
頁
三
段
に
別
つ
て

登
山
日
敷
、
コ
ー
ス
及
登
山
者
の
氏
名
等

を
記
入
す
る
様
に
な
つ
て
ゐ
る
。
此
欄

ヘ

は
山
へ
一
緒
に
行
つ
た
登
出
者
よ
り
感
想

も
書
き
加
へ
ら
れ
度
し
と
の
意
向
で
あ
る

案
内
手
帖
は
蒲
田
の
外
に
、
甲
斐
山
岳

會
で
昨
年
作
成
し
ｂ
南
ア
ル
プ
ス
の
一
部

の
案
内
者
に
携
行
ぜ
し
め
て
ゐ
る
事
を
聞

い
て
ゐ
る
。
雨
者
を
比
較
し
た
上
で
紹
介

す
る
豫
定
で
あ
っ
た
が
、
末
着
の
角
、
蒲

田
の
も
の
を
こ
ゝ
に
紹
介
し
て
お
く
。

含

員

通

信

四
月
の
上
高
地
方
面

去
る
四
月
中
旬
よ
り
五
月
初
旬
に
二
つ

て
ｂ
私
は
上
高
地
、
穂
高
小
屋
ゝ
槍
肩
の

小
屋
、

一
の
俣
小
屋
等
に
泊
つ
て
ゝ
春
の

美
し
い
山
々
に
親
し
む
事
が
出
来
た
。

今
年
の
冬
に
初
め
の
内
は
非
常
に
天
候

不
順
で
あ
つ
て
Ｄ
雨
な
ど
も
慶
々
降
り
、

降
雲
量
も
砂
つ
た
が
、
二
月
頃
よ
り
大
雪

が
あ
つ
た
鴛
に
、
四
月
に
同
地
方
に
旅
行

し
た
時
は
そ
の
雲
の
量
の
多

い
の
に
驚
い

た
。

一
例
を
摯
げ
れ
ば
、
四
月
の
廿
日
に

澤
渡
よ
り
下
流
の
梓
川
沼
ひ
の
道
に
雪
の

ト
ン
ネ
ル
が
あ
つ
た
程
で
あ
る
。
中
ノ
湯

の
上
の
ト
ン
ネ
ル
は
末
だ
入
口
が
雲
で
埋

つ
て
お
り
、
上
高
地
は

一
面
の
雲
原
で
あ

つ
すこ
。
穂
高
小
屋
は
僅
か
に
屋
根
の
頭
が

見
え
る
の
み
、
潤
澤
岳
寄
り
の
小
屋
等
は

全
然
場
所
も
不
明
、
堀
出
す
る
の
に
二
日

間
も
要
し

，
。
叉
槍
澤
の
小
屋
等
も
屋
根

の

一
部
を
現
し
て
ゐ
の
の
み
で
、
あ
の
雲

崩
防
け
の
不
愉
快
な
柵
な
ど
は
存
在
も
わ

か
ら
な
か
つ
た
。

四
月
に
入
つ
て
数
回
の
多
量
の
降
雪
の

あ
つ
た
関
係
も
あ
ち
う
け
れ
ど
、
二
月
の

状
態
と
大
差
は
な
い
。
ス
ｂ
春
の
雪
崩
の

ａ
■
Ｅ
■
コ
儡

q■闘

l

―

l

砂
い
の
に
も
驚

い
た
。
私
達
の
山
に
ゐ
た

間
に
は
涸
澤
も
槍
澤
も
、
大
き
な
府
雲
崩

は
出
て
ゐ
な
か
つ
た
ち
二
日
間
降
り
つ
ゞ

ゐ
な
雨
で
ｂ
涸
澤
に
瀑
潤
上
層
雲
崩
が

一

つ
起
つ
た
の
み
で
あ
る
。
飛
騨
の
案
内
者

逹
も
首
を
傾
げ
て
ゐ
た
ｏ
穂
高
小
屋
の
今

田
は
今
年
の
七
月
中
は
涸
澤
の
岩
小
屋
は

雪
で
使
へ
な
い
だ
ら
う
と
豫
想
し
て
ゐ
る

そ
し
て
叉
、
残
雪
の
多
い
年
は
適
難
が
多

い
も
の
だ
と
案
じ
て
ゐ
た
。
角
　
　
田

月
山
ス
キ
ー
行

四
月
の
末
、
小
閑
を
得
て
蒻
前
の
月
山

に
出
掛
け
た
ｏ
同
行
は
含
員
の
田
中
管
雄

君
。
東
北
の
山
は
ま
だ
ノ
ヽ
口県
白
だ
。奥
羽

線
か
ら
見
た
朝
日
連
峯
や
月
山
の
姿
は
暫

く
山
に
接
し
な
か
つ
た
僕
を
喜
ば
せ
て
く

れ
た
。
山
形
か
ら
左
澤
線
へ
羽
前
高
松
か

ら
三
山
電
鐵
へ
そ
し
て
そ
の
絡
縮
間
澤
か

ら
志
津
迄
五
里
の
道
を
ス
キ
ー
を
指
い
で

歩
い
た
。
月
山
澤
の
部
落
か
ら
上
に
全
く

雪
の
上
を
歩
い
た
。
志
津
の
部
落
で
は
残

雪
が
六
七
尺
も
あ
つ
た
。
志
津
に
泊
め
て

呉
れ
る
家
が
あ
る
か
と
心
配
し
て
い
つ
た

の
だ
が
、
い
つ
て
見
る
と
全
戸
数
八
戸
の

内
六
軒
ま
で
が
宿
屋
で
而
も
夏
期
三
山
詣

り
の
盛
り
ど
き
に
は

一
軒
に
百
人
以
上
も

泊
る
と
い
ふ
の
だ
。
僕
達
に
不
野
偉
内
と

い
ふ
家
に
泊
つ
た
。
山
形
高
等
學
校
の
連

中
が
六
七
人
月
山
か
ら
婦
つ
て
来
て
ゐ
た

翌
日
は
志
津
か
ら
石
跳
川
を
湯
殿
出
と

姥
ケ
峯
の
鞍
部
ま
で
湖
つ
て
、
殆
ん
ど
夏

道
の
通
り
月
山
に
登
つ
た
。
見
事
な
プ
ナ

の
深
林
を
抜
け
て
山
の
高
み
へ
出
て
ゆ
く

気
分
は
中
々
い
ゝ
。
ひ
ろ
頃
か
ら
霙
が
降

つ
て
項
上
で
は
吹
雪
が
舞
つ
た
。
山
項
の

御
宮
は
尾
根
が
出
て
ゐ
る
だ
け
だ
つ
た
。

眺
望
の
き

，
な
い
の
は
残
念
だ
つ
た
が
風

陰
で
慄
え
な
が
ら
バ
ン
を
噛
つ
て
ゐ
る
と

員
冬
の
や
う
な
気
持
が
嬉
し
か
つ
た
。
婦

り
は
姥
ケ
峯
か
ら
尾
根
を
博
つ
て
立
海
の

上
に
滑
り
下
り
た
。
往
路
六
時
間
牛
、
師

路
二
時
間
。
ザ
ラ
メ
雪
に
な
ら
な
い
頃
だ

つ
た
ら
下
り
の
時
間
ｌｔ
牟
減
す
る
だ
ら
う

た
ゞ
新
雲
が
た
び
／ヽ
ヽ
降
る
時
分
に
石
跳

川
の
上
の
方
に
両
岸
か
ら
の
雲
崩
を
余
程

注
意
す
る
必
要
が
あ
り
さ
う
だ
。

三
日
目
は
雨
で
籠
城
と
き
め
て
ゐ
た
の

だ
が
、
ひ
る
頃
か
ら
霧
れ
模
様
と
な
つ
て

き
た
の
で
湯
殿
山
の
南
西
を
絡
ん
で
田
多

俣
の
方
へ
出
や
う
と
し
すこ
。
と
こ
ろ
が
青

空
の
見
え
た
の
も
束
の
間
、
立
海
か
ら
西

北
方
の
尾
根
に
達
し
た
と
き
に
は

一
面
の

濃
霧
に
包
ま
れ
て
了
つ
た
の
で
残
念
な
が

ら
引
返
し
た
。

一
書
夜
近
く
の
降
雨
が
上

つ
て
、
こ
の
邊
で
は
晴
天
の
徴
と
さ
れ
て

ゐ
る
西
風
が
吹
い
て
ゐ
る
の
に
忽
ち
天
候

が
急
憂
し
た
の
に
肛
砂
か
ら
す
驚

い
た
ｏ

そ
の
日
は
ズ
プ
濡
れ
の
ス
キ
ー
を
か
つ
い

で
本
道
寺
の
村
ま
で
戻
つ
た
。
そ
し
て
そ

の
笠
朝
は
や
つ
と
前
日
か
ら
通
じ
た
と
い

ふ
乗
合
自
動
車
に
運
ば
れ
て
三
山
電
鐵
の

絡
紺
へ
出
た
。

月
山
は
い
ヽ
山
だ
。
雪
の
深
い
北
回
の

山
に
特
有
の
風
趣
を
も
つ
て
ゐ
る
。
僕
達

は
志
津
か
ら
往
復
し
た
ゞ
け
だ
が
、
項
上

か
ら
見
た
と
こ
ろ
で
は
ど
の
尾
根
も
ス
キ

ー
で
の
登
降
に
適
し
て
ゐ
る
や
う
だ
か
ら

往
路
と
露
路
と
を
異
に
す
る
行
程
を
と
つ

すこ
な
ら
ば
更
に
興
深
い
も
の
が
あ
ら
う
ｏ

ま
た
湯
殿
山
の
西
南
に
通
し
て
ゐ
る
六
十

里
越
街
道
を
辿
つ
て
、
風
俗
言
語
に
於
て

山
形
寄
り
の
地
と
は
全
く
異
つ
た
庄
内
地

方

へ
越
Ｌ
て
り
く
放
も
面
白

い
だ
ら
う
と

思
１１
れ
る
。

朝
の
七
時
か
ら
夜
の
八
時
ま
で
乗
物
づ

く
め
で
蹄
京
す
る
途
中
、
も
う
少
し
東
京

か
ら
近
い
と
い
ヽ
な
と
思
つ
た
こ
と
だ
つ

た
。
五
月
二
日
　
　
　
　
　
藤
島
敏
男
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新

刊

紹

介

蜜

マ

＾
〓

Ｈ
ヽ
∽
Ｏ
ｒ
■

”
『
Ｎ

¨
同
絆
Ｆ
＞

ソ
魚
０
●
絆
”
ｍ
●
０

一０
０
●
ｏ
Ｃ
】”

【
ギ
山
０
日
ｐ
【
●
①
・

（
「
”
■
０
い
０
（Ｘ
）

佛
蘭
西
の
Ｇ
ｏＨ
ｏＭ
の
名
春
會
員
で
あ

る
著
者
が
山
へ
の
情
熱
と
、
そ
の
該
博
な

る
知
識
と
を
傾
け
て
、
書
い
た
本
で
あ
る

登
山
の
曇
逹
史
と
し
て
は
、
恐
ら
く
近
頃

の

一
大
取
獲
で
あ
ら
う
。

登
山
の
曇
逹
史
を
書
く
事
は
、
非
常
に

困
難
の
事
で
あ
り
、
殊
に
そ
れ
を
系
統
立

て
る
事
は
至
難
の
業
で
あ
る
が
、
此
の
本

も
そ
の
黙
で
は
精
ゝ
失
敗
し
て
ゐ
る
。
併
・

し
腋
洲
ア
ル
プ
ス
に
於
て
、
登
山
史
が
如
一

何
に
展
開
越
ら
れ
来
た
つ
た
か
を
知
る
に
一

は
、
最
も
よ
い
本
で
あ
ら
う
。
　
　
　
　
一

そ
れ
に
ギ
ド
ｏ
レ
イ
の
若
き
ア
ル
ビ
二
一

ス
ト
ヘ
の
言
葉
が

一
章
加
へ
ら
れ
て
あ
る
一

の
も
、
見
逃
せ
な
い
所
で
あ
る
ｃ
共
他
、
一

ア
ン
リ
ー

●
ブ
レ
ゴ
ー
ル
の
序
文
も
見
る

べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

最
後
に
添
へ
ら
れ
た
、
山
に
関
す
る
短

い
文
章
を
集
め
た
の
も
、
嬉
し
い
事
の

一

つ
で
あ
る
。

【［・　
Ｈ）”
Ｆ
づ
①
『
”
●
０
「
・
】く
【・
ビ
Ｆ́
Ｏ
『】●
”

絆
ｏ
Ｄ

　̈
＞

，
０
〓
【づ
ぴ
①
『
∽
．

０
こ
】Ｏ
①

一
０

”
ず
①

】刀
一〇
０
だ
ヽ

ソ
ｎ
Ｏ
Ｃ
”
″
”
一
●
０

０
「

０
一”
●
”
０
”
・

有
名
な
カ
ナ
デ
イ
ア
ン
ロ
ツ
キ
ー
の
案

内
書
の
最
新
版
が
、
刊
行
ぜ
ら
れ
た
ｃ
此

の
本
の
初
版
が
、
ア
ル
バ
ー
タ
の
征
服
の

機
縁
を
作
つ
た
の
だ
と
、
思
ふ
と
我
々
に

も
顔
し
い
本
で
あ
る
。

此
の
二
版
は
全
部
内
容
が
書
き
吹
め
ら

れ
て
ゐ
る
。
附
録
の
地
同
と
首
つ
引
で
、

カ
ナ
グ
の
山
々
を
梁
し
む
の
に
も
い
ヽ
本

で
あ
る
。

同
２
■
【口

】≦
Ｃ
〓
①
『
¨
弓

，
の
く

０
．〓
“
σ
①
Ｑ

絆
Ｆ
①

＞
ぼ

∽
・

ア
ル
プ
ス
黄
金
障
代
の
、
有
名
な
登
山

一
家
の
登
攀
を
、
大
々
の
著
書
に
就
て
書
き

一
直
し
た
も
の
で
、
非
常
に
よ
く
出
来
て
ゐ

一
る
。
ウ
キ
ン
パ
ー
っチ
ン
グ
ル
、
マ
ン
メ
リ

．
―
、
ヤ
ン
グ
等
の
人
々
の
事
を
知
り
度
い

人
逹
に
Ｄ
わ
ざ
わ
ざ
原
書
を

一
つ
一
つ
締

く
迄
も
な
く
。
此
の
本

一
肝
で
よ
く
そ
の

面
影
を
街
彿
さ
し
て
英
れ
る
。

誰
も
が
知
つ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

有
名
な
登
山
史
上
の
人
達
の
事
な
の
だ
か

ら
、
中
々
便
利
で
面
白
い
讃
み
物
と
云
へ

る
。

編

輯

後

記

會
報
も
出
来
る
丈
け
、
毎
月
そ
し
て

一

定
の
期
日
に
出
し
た
い
と
思
つ
て
は
ゐ
る

が
、
思
つ
て
ゐ
る
だ
け
で
、
中
々
共

は
未
だ
い
か
な
い
ｃ
原
稿
の
都
合
と
、

者
の
時
間
の
多
少
に
依
つ
て
何
時
も
不

一貰
で
あ
る
。
此
の
程
度
で
も
何
か
役
に

つ
な
ら
ば
幸
で
あ
る
が
、
さ
も
な
け
れ

考
へ
直
さ
う
と
思
つ
て
ゐ
る
ｃ
御
意
見
を

聞
か
し
て
戴
き
度
い
ｃ

カ
メ
ツ
ト
登
攀
隊
は
ｂ
最
近
の
報
道
に

依
れ
ば
ｂ
愈
■
ペ
ー
ス
キ
ヤ
ン
プ
ヘ
向
け

て
出
破
し
た
と
の
事
で
あ
る
ｃ

獨
乙
か
ら
に
ア
ラ
イ
パ
ミ
ー
ル
ヘ
叉
登

攀
除
を
途
る
と
の
事
で
あ
る
。
今
度
の
目

昭
和
六
年
六
月

■
　
目
印

刷

昭
和
六
年
六
月
十
五

日
発
行

雌
腑
腑
焔
　
浦
松
佐
美
太
郎

東
京
市
芝
匝
泰
不
判

一

不
二
屋
ビ

ル

壼
行
所
　
日
本
山
岳
會

含
報
編
輯
所

(所刷印堂明「 ||)

「山岳」′ヾツクナンバー改正定債

(警定債) 艶中ハ６
″
″
″
″
〈わ
″
〃
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〃
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〃
″
″
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″
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〃
″
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の
０
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勁
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つ
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3
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2
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2
3
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2
3
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2
3
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2
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Ｖ
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″
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Ｖ
″
Ⅵ
″
″
Ⅵ
″
″
Ⅵ
″
″
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″
″
Ｘ
測
Ｗ
″
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″

″
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″

″
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″

″

″

″

″

″
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８

″

″

″
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a

d
e
f

a,奥上州琥。b,朝鮮金剛山琥。

C,黒部雛。d,第二奥笏琥。

e,山岳縞目録付。f違潜披。
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５０

５０

５０
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５０
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５０

５０

５０

５０
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５０

ｈ
υ
　
　
　
　
Ｃ
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２

３

１

２

３

１

２

３

１

２

３

２

３

２

２

３

１

２

３

Ｉ

　

　

ＩＩ

　

　

　

　

　

　

　

Ｉ

Ｈ

Ｖ
　
　
ＶＩ
　
　
Ⅵ
　
　
Ⅵ
　
　
Ⅸ
　
Ｘ
測
　
Ш
測

Ｘ
″
″
Ｘ
″
″
Ｘ

″
″
Ｘ
″
″
Ｘ
″
Ｘ
Ｘ
″
Ｘ
Ｘ
″

的
の
山
は
、
同
地
方
で

一
番
高
い
ガ
ル
モ

（
七
五
〇
〇
米
）
で
あ
る
。

獨
奥
山
岳
會
は
最
近
の
倉
員
数
二
十
四

萬
五
千
人
と
の
事
で
あ
る
。

叉
佛
関
西
の
Ｇ
・Ｈ
ｏＭ
は
、
今
度
フ
ラ

ン
ス
山
岳
會
か
ら
獨
立
し
て

一
の
回
儀
と

な
つ
た
。
之
こ
そ
滑
来
の
フ
ラ
ン
ス
山
岳

界
を
背
負
つ
て
り
く
も
の
で
あ
ら
う
。

世
界
の
登
山
界
の
動
き
は
、
中
々
盛
で

あ
る
ｃ
日
本
の
登
山
界
も
少
し
考
へ
て
見

度
い
。

最
後
に
側
の
カ
ン
チ
エ
ン
ジ
ユ
ン
ガ
國

際
登
攀
除
が
窮
し
て
来
た
活
動
篤
真
が
ｂ

公
開
さ
れ
た
ら
ｔ
い
。
英
国
山
岳
會
の
記

す
所
に
依
る
と
、
大
分
良
心
の
な
い
品
物

ら
し
い
。
ス
イ
ス
の
ア
ル
プ
ス
あ
た
り
で

お
芝
居
を
や
つ
て
中
に
交
ぜ
込
ん
で
あ
る

と
の
事
で
あ
る
ｃ
殊
に
ジ
ヨ
ン
ソ
ン
ピ
ー

ク
の
あ
た
り
が
怪
し
い
と
あ
る
。
タ
イ
ト

ル
な
ぞ
で
も
大
分
嘘
が
あ
る
ら
し
い
。
良

心
の
な
い
人
達
の
仕
事
は
困
つ
た
も
の
で

あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
と
商
賣
と
の
境
が
剣
ら

な
い
ら
し
い
ｏ

さ
う
云
へ
ば
、
ス
マ
イ
ス
が
そ
の
著
書

で
批
剣
し
た

（手
柔
に
）
事
が
気
に
入
ら

な
い
と
あ
つ
て
、
デ
イ
ー
レ
ン
フ
ル
ト
が

何
か
わ
い
わ
い
騒
い
で
る
。
醜
い
事
で
あ

ス″。夏
山
の
シ
ー
ズ
ン
も
間
近
だ
。
今
年
は

多
幸
な
れ
と
所
つ
て
置
く
。
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美ラ棄理 9童山到Lと
IJッグリッグ

山行 に最 も大切な完全無快の

アマ′`一モデノンの登山靴や キ

ス リングモデ/リ ツタサツタ

等常 に豊富に取揃へてござい

ます。

登山靴 ¥10。 00… …Y22。 00

リッタサッタ

¥3。 50.・・..`¥11。 50

橋

町

通

屋

川

町

淀

小

元

阪

京

戸

大

東

諄
美 津 農

名 古 屋

京  都

大 阪 南

大 須 門 前

四 條大 通

日 本 構

理
學
博
士

理

學

十

霊
　
見

東
京
紳
田
駿
河
菫

北
甲
賀
町
四
番
地

あ
づ
さ

梓

書

房

集募員會約豫

田武

:1髪田

和久

壼

巻

式

百

枚

高
山
植
物
に
開
す
る
知
識
の
欲
求
が
年
を
逐
う
て
旺
に
な
り
つ
ヽ
あ
る
今

日
、高
山
植
物
の
員
相
、殊
に
そ
の
生
育
の
状
態
や
生
育
地
の
情
況
は
ｂ
未
だ

世
に
紹
介
せ
ら
れ
た
も
の
の
あ
る
事
を
聞
き
ま
ぜ
ん
。
こ
ゝ
に
於
て
ｂ弊
書
房

は
本
邦
高
山
植
物
學
界
の
確
威
者
で
あ
る
武
田
博
士
ｂ
田
邊
學
士
に
乞
う
て

著
者
が
多
年
本
邦
各
地
の
高
山
に
於
て
撮
影
せ
ら
れ
ま
し
た
鳥
員
に
解
諭
を

附
し
て
刊
行
す
る
事
と
致
し
ま
し
た
。
こ
の
鳥
】県
の
質
の
】県
債
や
鮮
麗
さ
は

あ
ら
た
め
て
弊
書
房
の
収
々
を
要
さ
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

諸
家
の
御
清
鑑
を
仰
ぐ
事
が
出
来
ま
す
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

精
共
編

電

話
紳
田

二
七
七
・五
番

振
替
東
京

七
八
六
四
四
番

第一回配本 六月上旬

頒ヽ 布 規 定

盟  裁 菊倍剣一面刷用紙アート

ポスト解説菊到上質紙

會  費 一時排金重拾□(途料共)

分割佛金重園(途料六錢)

豫約期限後11各輯 金二回五十錢

11て 頑つ(途料六錢)

顧布方法

附  録

峡

締  切

式拾枚宛(解説付)毎月或

l丈 隔月曇行頒布拾回を以

て完了

高山植物概説 0索引を、

第十回配本11同 包す。

一時排含員には第二回配

本 と同時に進暑

分割排込含員l■ して御希

望の方には貴費金壼回に

て項つ

六月十日

刊後

途料11逐て
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